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№２５２９  第３８回例会 ２０１８．４．２６ 晴 
点 鐘：石渡 鋼 会長 

進 行：栗原典子 ＳＡＡ 

ソング：四つのテスト 

 

会長挨拶 

石渡 鋼 会長 

 
皆さん今日は、今日の例会は会場変更ということ

で、ここ金谷かじやさんにお世話になります。申す

までもなくこちらは今年一月まで私達の仲間として

ご厚誼戴いた、黒川会員の旅館であります。ご逝去

されてまだ三月、こうして部屋にいると、人懐こい笑

顔で「皆さんようこそ」と戸を開けて入って来そうな

気がしてなりません。 

このあと希望者で生前に大変にご努力為された

という、鋸山登山道を歩き、文字通りの足跡を偲び

たいと思います。富津市の中でも特にこの金谷地

区は観光事業の発展に努力されていることは皆さ

ん周知のところであります。一昔前はフィッシュ鈴木

会員のお宅からの砲台山ハイランド孔雀園や桃太

郎園というのもありました。もっと前、自分が小三の

頃つまり若鍋会員もご記憶と思いますが、遠足で浜

金谷駅に降りた時、鋸山の異様な形に驚いたこと

は子供心に残っています。確か今のフェリー乗り場

辺りに「金谷水族館」なる施設があり、入口に竜宮

城を模したゲートがあったような気がします。 

いまでこそ外国人観光客の人気スポットとして全

国一二を争う程有名になって居る御当地ですが、

先ほど通りすがりに拝見した鈴木さん宅の、新婚旅

行で求められたというヤシの木が、今立派に南国ム

ードを醸し出しているのをみて、黒川さんや鈴木さ

んたちの長年にわたるご努力があったればこそ、今

日の賑わいがあるのかと、敬服の念一入であります。 

 

会長報告 

① ２１・２２日の市内中学野球大会、礼儀正しい少

年たちに感動。但し当クラブ主催の件については

今後の検討の余地ありや。           

② 千葉一利会員お見舞い。闘病中でもクラブを

思うお話。皆様によろしくのこと。 

③ 勝浦 RC55 周年式典 式典は簡素の中にもピ

アノ弾き語りの伴奏の中に常々の活動（交換学生・

各種ＲＣ資金による社会奉仕、女性会員 5 名活躍

（次々期漆原摂子ガバナー）、例会の敬称は全て

○○君とのこと等堅実なクラブの印象を受けました。 

④ ５月１５日（火）東京愛宕ＲＣの５周年記念に是

非お越しを。発信者・西大和田で「身障者の方々に

より良い労賃を」と胡蝶蘭栽培を始められた那部智

史会員より。…若い都市部のＲＣは如何に、乞同行。 



 

  

幹事報告 

平野安照 幹事 

 
1. 5 月、6 月の例会プログラム等について 

 ・例会出席者に対し、プログラム表を配布。 

 ・欠席者には、プログラム表を郵送。 

 ・クラブ活動計画書の予定と変更点が有りますの

で、ご確認下さい。 

2. 木更津東 RC 創立 50 周年記念式典について 

 ・配車案を組みますので、ご協力をお願いします。 

 
出席報告 

平川恵敏 出席担当部長 

 
 

区分 会員数 出席 欠席 MUp 出席率 

今 回 34/28 19 9  67.86％ 

前 回 34/31 23 8  74.19％ 

前々回 34/31 24 7  77.42％ 

 

 

 

ニコニコ BOX 

神子勝美 親睦担当部長 

 
今日は何もありませんでした、とニコニコしながらの

報告でした。 

 

編集後記（Y.@） 

 今回は黒川会員が名を遺す活躍をされた金谷地

区での故人を偲ぶ例会。 

ここは刻まれた山容がその歴史を雄弁に物語っ

ている場所だ。コンクリートが出現するまで、江戸時

代から近代日本黎明期までインフラを底支えした 1

つが鋸山の石だった。ロープウェイの窓越しに絶景

を見遣りながらしみじみと思いを致したことでした。 

 

 
 

 
記念登山道にいざ出発の勇姿 


